
 

令和６年度（2024年度）教育警察常任委員会管外視察の概要 
 

１ 視察日   令和６年（2024 年）８月２７日（火)～２８日（水） 

 

２ 視察者   教育警察常任委員会（７名） 

中村亮彦（委員長）、荒川知章、池田和貴、髙野洋介、 

橋口海平、岩田智子、髙井千歳 

         

３ 視察の概要 

（１）北海道苫小牧工業高等学校 

北海道苫小牧工業高校学校は、創立以来、１００年の間、工業技術者の

育成に努め、２万６千人を超える卒業生は北海道をはじめ全国各地で活躍

している。 

今回の視察では、同校情報技術科

の半導体関連人材育成並びにキャリ

ア教育に係る取組について説明を受

け、実習教室を見学した。 

同校から、情報技術科では、半導

体産業の人材不足解消には、小中学

生から半導体に興味を持ってもらう

ことが必要と考え、地域の小中学生

を対象とした「半導体展」を実施

し、生徒たちも工業高校の生徒とし

て人材育成に貢献できるということ

を学び、大きな成果があったとの説明があった。 

 

（２）北海道高等学校遠隔授業配信センター 

   北海道高等学校遠隔授業配信センターは、令和３年度に設置され、現

在、北海道立の３１校に遠隔授業を配信している。  

「地元で学びながら、大学進学等を実現できる環境を整備する」という

コンセプトの下、小規模校に対して大学進学等に対応した授業を配信して

おり、配信用の機器も充実している。 

今回の視察では、同センターの開設経緯や取組について説明を受け、実

際の遠隔授業の様子を見学した。 



 同センターから、令和６年度の受

信校は３１校、受講生徒数８６１

名、配信授業数は週２５０時間であ

り、授業の配信のほか、対面授業等

も実施している、配信授業の成果と

して、習熟度別授業の実施等によ

り、地元の高校に通いながら大学進

学を目指すことができるようになっ

たこと等が挙げられるが、今後の課

題としては、配信授業数拡大に伴う執務環境の整備や対面授業の充実等が

挙げられるとの説明があった。 

 


